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①齊昂酎迂及90仕且暁巡庶記 厄田忍

麻I廿売 注`都栢涅 の下 、一行＝十危 l這栢線角島駅 lこ下 垂 し、究フ竺稲w
涼社に向って出粍しだ，

択界1近屯ぢ把択 の平姐面で＇あるが｀吹莉通 l)から蕊玄 南 口とる 頃 ク‘ら 唸、

粽やかな下り毀とな i)疸島巧、甲 ）b¥緊充附辺 ！こ至 ると 一叶｝のポ 田 となっ

てし＼る，之噂 愛岸 Iii匠岸 ！J)投江団て。ある 4 又此 の緊尭 IコlB志協町 の形 態

／ が丹存していて：名家 (})肥印JIコ邑り_て¥`のリ；¥田屋造り の釈臣 が弓＜ ‘

尚展厄道括 i2 i岡 It て呂乍ら 1§lJ•面 0) 「オモ〒 →，に玄閑 0 を洞し てしi るのも

OO白ム s

叱町から 魚 崖を下 l)て房座 Illに出て・対在、加住村 を認のろヒ 前面 の、茜 止l

虹暖ば実 によく揃 った平姐 な苗上を J又って．延 々と荊 L¥てし＼う c 汐醒 11¥に

面 してし＼ろ 斜面 は急 壁き 怠 L苗々 l二＼，・守訳の支呑 が‘止商深 く雨込ん ー(99叫

吝。要 1こ杓酌Jf,/) 4及廂を衰 って 滝祁恐に出ろ s 叱釘 l;:l,丘汲：0)匿 1こ仕 ll糾地

としては 廷 、狭かな 尉丘面 しか な いので、 冗 m仮隔 き渡つて捏歴 村 ？ヽ出

仔 i} する忘が穴多数で＇ あろ。柏咸登 、 ;DJ 水 の 砦水オ る 畷 ！苔 仮屈i を 引 •砂 r]＇‘、

乗応 II、弓踪 llllTJ両咲痴を迂廻し て莉作に柱倭寸 否ど云ラ。牝げfから畝

跡へは約 t五段 の急扱をヒ るシ北 tJ)級‘蹄は中告 のも(J) {'ぃ八王 ~ 3) 18坂‘で

功っ・尼，今にして思えば六しを辛も在 し＼柑［やあ 吝が当し苺 は相当 辱昏空固

な屯IJ)て＂あ った らしし¥=-現在・蔀ROJ IJク，；ェー こョン j)/¥イ 宍 ンゲ Jース 1こ

なつてし＼る。文北よ IIもJtmから対岸百望．むと児 の弓揉 Ill圧岸の役丘状
癒 が一戸中 に風しの）う 哀苔 っ

匿我を 姥兌て平国木 1―ごドも 中速芭抱111カ心剛枝吠1こ．蛤澤の支谷百分` 成 し丘陵

!d紐かく割 ai・lているそ0)細長い深い合やi漿て芭尾根の版態、並 Iご乱伐‘1ご泊し＼

紅 に` なうて泊ろ咀木双 9霰子等五視恥

中円木では合期］1l」Z沿 って村を百 l・¥Iし＼る海．路があリ家歴 1な八母為造

て・ 丘隊の裾．即ち出林上湖ヒ (})-鹿Iご椴版に匝砂りし 南向 きIZな ・フて巳肘 を茫

炉受ける位国 l這つ。之 l;t山蓬の湧水を利9用する腐で＇あ 1)何オl(})屋叛 1：：

屯雹酎五拘鷲 にiり込んてU L＼るのが見ら 4じるぐ此印がら祀 12丘陵を叡‘ えC

芭応ii(JJ8毎 i2もる。 iげ IZは原野廂和(f)m・的段陪を如度1環繹が出 束た、
怠々行野郭免 12 逹•し地 割図く上現地と 在対啜 L っ渭1 抱ヒ佑有尼 ．恥屎煕

双墓把との渕保戻杷瓦忠鹿iこよる叫g行Ij咽｛し町詳細 12知知寺四遠を，こオl

；； 1).？m-.写 •示 tご包し1.、八主ヰ訳 (.•• 宦寂し知井究庄の前七翠呑惑襦 しつつ牌i
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